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•ご使用の前に、この r 取扱説明書」をよ <ぉ読みのラえ、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管してください。 
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まを上のごを意 


ご使用の前にこの r 安全上のごを意」をよくお読みのうえ、正しくお使いくださし、。 

給表示について 

製品を安全に正しくお使いいたださ、お客様や他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止するための表示でず。 

内容をよく理解してから本文をお読み < ださし、。 


A 

A 注 


_ この表示を無視して、誤った取り扱いをずる 

胃 g と、人び死こまたは重傷を負ラ可能性が想定 


される内容を示していまず。 


-この表示を無視して、誤った取り扱いをずる 
胃と、人が傷害を負ラ可能性が想定される内容 
^または物の損害の発生が想定される内容を 
示していまず。 


♦絵表示の説明 

を意をラなびず記号 


行為を禁止する記号行為を指示する記号 


A 0® 〇 


A 警告 


■この機器を分解 • 改造しない。 

故障、火が‘感電の原因となりまず。 

■運転中は使用しない。 

自転車やバイク、自動車などの運転中はノイズキャンセリング 
へッドホンは絶対に使わないでください。交通事故の原因にな0 
ます。 

このノイズキャンセ U ングへッドホンは、周囲の音を低減しま 
す。歩行中でも周囲の交通に十分ま意してください。特に、踏切や 
横断歩道、駅のホームなどではごま意ください。 



A ま意 


■へッドホンを使用ずるときは、音量を上ばずぎない。 

耳を刺激ずるよラな大をな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪 
い影響を与えることびあ0ます。 

■乾電池を加熱、分解、ショートさせたり、乂の中へ投 
入しない。 

■指定 LU がの乾電池は使用しない。 

乾電池の破裂、液ちれにより、火災 • けびや周固を汚損ずる原因と 
なることびあります。 

■長時間使用しないときは乾電池を取り出しておく。 

乾電池か5液びちれて、火災•けびや周囲をミち損する原因となるこ 
とびありまず。 

■乾電池のプラス©とマイナス©の向きを正しく入れる。 

乾電池の破裂、液ちれにより、火災 • けびや周囲を巧損ずる原因とな 
ることびあ0ます。 
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Q 
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_ もな お feg 

参飛行機や電車、バスなど乗り物内のちざわりな低域騒音を約1/目に低減 
♦ 乗り物内のアナウンスなど、へツドホンの外部の音を聞きたいときに便利 
たモーター 機自 gp 載 

♦ ソフトな感触で耳にぴったりフィツトずる低反発イヤーピースと 

S 、 M 、 L のサイズが選べ、ちにやさしくしっかりフィツトずるシリコンイ 
ヤーピース付属 

♦ ち巧の角度に合わせたインナー形状と高磁カネオジウムユニツトで快適 
、^な装着感と高音質再生_ _ 


使用上のごミち意 


• 電源スイッチを切ってヘッドホンとしてち使巧巧龍 
• 航空機用プラグアダプター付属 



■ 雨や水に濡日さないでください。故障の原因になります。 

■ 直射曰光やス I -ーブのよラな熱器具の近くなど、高温になるところに放 
置すると、変形•変質をまねくため、ごま意ください。 

■ ミちれびひどい場合は、中性洗剤などでふをとってください。シンナーや 
ベンジンなどは、絶対に使わないでください。 

■ 本品が触れる部分の肌に異常を感じたとさは、使用を中止してください。 
使巧を続けると、炎症やかぶれなどの原因になることびあ0ます。 

■ 冬場など乾燥した場所では、静電気により耳に刺激を感じることびあります。 

■ イヤーピースは消耗品です。通常の使用や保存状態でわ、経年変化で自 
然劣化する場合びあ0ます。 

■ イヤーピースを誤って飲み込まないよラに、ル巧の手の届かない所に保 
管 < ださい。 

■ へッドホンをモノラル機器に接続すると、 L 側(左)の音楽しか聞こえま 
せん。その場合は、別売りのアダプター AP -] ] 2 A をご使用ください。 

■ へッドホンを手などで覆ラと、ノイズキャンセ I 」ング機能び働かなかっ 
たり、八ウ U ングを起こずことびあります。 

■ 密閉型インナーイヤーへッドホンは、コードのこすれ音や歩行時などに 
身体に伝わる音び聞こえる場合びあります。 

■ 本機を使巧中に気分び悪くなった場合は、すぐに本機の使用を中止して 
<ださい。 

低反発イヤーピース使用上のごま意 

参イヤーピースびミちれた場合は、水に謡5した布をよく絞って表面をふい 
てください。水洗いはしないでください。 

• イヤーピースの弾性びなくなった場合、ちれびひどい場合、破損•変形し 
た場合は、新しいわのと交換してください。 

• 直射曰光下や高温を湿の環境での保存はイヤーピースの変色•梁化を早 
めますので避けてください。また、長期間ご使用されていない場合には 
状態を点検してから使用してくださし、。 

♦ 交換用低反発イヤーピースは、別売 EP - FX 3 -目をお使いください。 


シ IJ コンイヤーピース使用上のごを意 

♦ イヤーピースび巧れた場をは、本体か5はずして薄めた中性洗剤で手洗 
いしてください。洗ミき後は水分をよくふさとってか5ご使用くださし、。 
♦ 交換用シ U 〕 ンイヤーピース ( HP - NCX 77 専用：部品番号 J 48 日日 1) は、 
販売店またはビクターサービス窓口にご相談ください。 


巧障かな 


故障かな？と思ったら、修理に出す前になのことをお確かめください。 


をげ 

対処 

音がでない 

• 接続した機器の電源を入れ、再生を始める。 

• 接続した機器の音量と、本機の音量を確認する。 

• 接続コードをしっかりと差し込む。 

• モこ夕ースイッチを r 日 FF 」 にする。 

音びひずむ 

• 接続した機器の音量び大きすぎなしめ、確認する。 

電源が入 6 ない 

• 新しい乾電池と交換する。 

ノイズキャンセル 
の効果が弱い 

• 電源スイッチを確認する。 

• 乾電池を確認する。 

• イヤーピースを耳の奥まで入れて密着させる。 

• イヤーピースのサイズを変えてみる。 

ノイズが入る 

• 本機の近くで携帯電話を使用するとノイズび 
発生します。その際は本機と携帯電話を離して 
ご使用ください。 


保証とア フターヴー ビス 


♦保証書は必ずお受け取りください 

この商品には保証書を別途添付しております。保証菌まお買い上げ販売店でお渡 
ししますので、所定事項の記入、および記載内容をご確認いただを、大切に保ちし 
て < ださし、。 

♦保証期間について 

保証期間はお買い上げ曰より]年間でず。保証書の規定に従って、お買い上げ販 
売店にて修理させていただをまず。その他詳細は保証書をご賣ください。 

♦保証期間経過後の修理について 

保証期間経過後の修理については、お買い上げ販売店にご相談ください。修理に 
よって機能び維持でさる場合は、お客様のご要望によ0有料で修理いたします。 

•補修用性能部品の保有期間について 

当社は、このノイズキャンセ U ングへッドホンの補修用性能部品を製造打ち切り 
後、8年間保有しています。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するため 
[し必要な部品です。 

♦修理を依頼されるときは 

「故障かな？‘‘‘」の各項目をよくお読みのうえ、再度お調べください。それでも具 
をの悪いとさは、お買い上げ販売店に次のことをお知らせくださし、。 

■ ビクターノイズキャンセ U ングへッドホン HP - NCX 77 
■お名前とおところ 
■ 電話番号 
■故障症状(詳し <) 

なお修理のご用命の隙は必ず本製品をご持参くださし、。 

•アフターサービスについてごす明な点は 

ご転居、ご贈答、その他アフターサービスについてご不明な点は、お買い上げの販 
売店、または別紙サービス窓口案内をご賣のうえ、最寄りのサービス窓□にご相 
談< ださい。 


/-\ 

ご相談窓□におけるお客様の個人情報の取り扱いについて 

ご相談窓□におけるお客様の個人情報は、お問い合わせへの対応、修理およ 
びその確認に使巧し、適切に管理を巧い、お客様の同意な < 個人情報を第 云 
者に提供または開示することはありません。 


をな仕様 


型式 

ダイナ S ック型 

使用 ユニット 

□径 8.5 mm 

インピーダンス 

32 0(1 kHz : 電源日 N 時） 

34 0(1 kHz : 電源日 FF 時） 

出力音圧レベル 

90 dB /1 mW (電源日 N 時） 

91 dB /1 mW (電源日 F 刊寺） 

最大許容入力 

2日日 mWClEC *) *IEC (国隙電気標準会議)規格 

再生周波数帯域 

8 Hz 〜24.000 Hz 

雑音抑圧量 

14 dB じ LL (12 日 Hz にて） 

電源 

DC 1. 已 V (単4あ乾電池 ] 個） 

乾電池持続時間 

マンガン乾電池使用時:約3已時間 
アルカ U 乾電池使用時:約7日時間 
(周囲の温度や使用条件により、異なる場合びあ0ます。) 

コード 

1.5 m (ステレオミニプラグ〜ヘッドホン L 側まで、接続コード含む) 

質量 

48旨(単4お乾電池含む、接続コード含まず） 

巳己 g (単4形乾電池、接続コード含む） 

添付物•付属品 

0.7 m 接続コード 

(ゆ3.已圓34金メッキステレオミニプラグー 
¢3.已誦24金メッキステレオ L 型ミニプラグ） ] 本 
単4お乾電池(動作確認用） ] 個 
航空機用プラグアダプター]個 
シ U コンイヤーピース S 、 M 、 L 各2個 
(： HP - NCX 77 専用：部品番号 J 480 白]) 

低反発イヤーピース2個 

収納ポーチ ] 個 

保証書 

取扱説明書 

サービス窓□案内 


※本機の仕様および外観は改善のため、予告なく変更することびあります。 






























巧電池を入れる1 

1- 


-つなぐ 1 



Wd jrt| 


単 4 形乾電池 




電池カバー 

電池カノ（一をあけるとさに無理な力 
を加えると、電池カノ（一が破損する原 
因となりますのでごを意ください。 


:夕のようなときは、乾電池を交換してください。 

♦ノイズキャンセ J レの効果び弱くなってさたとさ 
♦電源ランプび暗<なってさたとさ 
♦電源ランプびつかないとさ 

付属の乾電池は動作確認用です。早めに新しい乾電池に交換して < ださい。 
乾電池使用上のごま意 

参乾電池のプラス®とマイナス©の向きを正しく入れてくださし、。 

参乾電池にまおされているを意事項ちあわせてお読み<ださい。 




ノイズキャン七リングとは 


飛行機や電車、バスなど、をに乗物内の騒音を、音楽の巧げにならないよラな 
減ずる機能でず。そのため、音量を上げずざることなく、音楽をお楽しみいた 
だけまず。 

♦再生機器を接続しないで本機の電源スイッチを roN 」 にずると、周囲の騒音 
をな減ずることびできまず。車内や機内でお休みになりたいときにお使い 
<ださい。 

• 本機は、低い周波数帯域の騒音を約1/已に低減 > しますが、柔物などのアナウンス 
や話し声、電話のベルなどの比較的高い音に巧しては効果がありません。 

*120 Hz にて当社測定を件で、電源 OF 円寺に巧して 


クリップ 

あ眼のポケットなどに本機を装着する 
とさに使用します。 


電池カバー 


ノイズキャンセリング機能を使当 h 


電源スイツチを roN J にする 

電源ランプび点灯します。 

• 本機の電源が roFF 」 のとさでち、音楽を 
聞くことがでさます。このとを、ノイズ 
キャンセ U ング機能は働さません。 


OFF. .ON 



より良い音質と十分な 

ノイズキャンセル効果を得るために 


使い按ねつた6 



へッドホンをはずし、電源スイツチを 「OFF」 にします。 


イヤーピースは、お買い上げ時にはシ U コンイヤーピース M (中） 
サイズび装着されていまずび、ち穴にフイットしていない場合は 
な音び不足ずることびあ0まず。よ0良い音質で楽しんでいただ 
くととちに音漏れの低減や十分なノイズキャンセ U ング効果を得 
るために、シ U コンイヤーピース S (ル) /M (中) /L (大)、または 
低反発イヤーピースから最適のちのを選び、ち穴にフイットさせ 
てご使用ください。 

• イヤーピースびちに合わないと、ノイズキャンセル効果び得られません。 

ほ反発イヤーピース使用時の装着方法 

イヤーピースを指で軽<つぶして耳に入れます。 

イヤーピースび復元してちにフイットします。 

参イヤーピースをつぶして耳に入れる時、つめを立て 
ないで指のは6でつぶして < ださい。つめを立てる 
とイヤーピース表面を傷つけるおそれがあります。 
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へッドホンや接続する機器の破壊 
などを防ぐため、へッドホンプラグ 
やピンプラグを抜を差しするとを 
は、接続する機器および本機の音量 
を最ルにしてください。 


接続コ-ド/ k 
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接続機器例 

デジタルオーディオ 
プレーヤー 



DVD プレーヤー 


本機のプラグはステレオミニプラグでず。 

標準ジャック （0 己.3 mm ) のへッドホン端モ付さ 
AV 機器に接続ずる場合は、別売りのステレオ標準 
プラグ—ステレオミニジャック変換ァダプター 
( AP -1 13 A ) をご使用ください。 



操作 


1 . へツドホンを装着する 

2 . 本機のモニタースイツチを rOFFJ にする 

( roN 」 のとさは音楽び聞こえません） 

3 . 接続した機器と本機の音量を調節する I 

本機の音量は、音量ボ U ュームで調節します。 



曰里 /J 


曰ち大 


モニター機能を巧う 


モニタースイッチを roNj にする 


I 音楽がミューティングされて、車内アナウンスなど周囲の音が聞さと 
りやすくなります。 



■(イヤーピース交換時のごを意> 


イヤーピースび確実に取り付けられていない場合、使届中にはずれて耳に残ることびあります。 
残った場合、耳に巧し込まないよう十分注意してください。 


シリ コンイヤーピースの 場合 . 


低反発 イヤーピースの 場合 


図に示すよラにイヤー 
ピースが確実に取り付け 
られているか、ご確認く 
ださい。 


が 

I I ずさ間が;ないことを 
ご確認ください。 



與までしつかりと取り 
付けて < ださい。 











































































































































































